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大願憲海と長谷川家の粉本

松尾 芳樹

幕末期に六角豊能満院の住職となり､仏画制作と出版を行う工房を主宰した大願憲海は､一

時山王寺に寄宿し､弟子とともに長谷川家の所蔵する粉本を写した｡この長谷川家は桃山時代

の画家長谷川等伯の息子宗也の兼高である｡宗也から明治期の等宗に至る江戸時代の長谷川家

については､従来注目されることが少なかったが､諸記録の発見により徐々にその系譜が明ら

かとなってきた｡能滴院旧蔵の長谷川家関係粉本からは､彼らが絵仏師として広い活動範囲を

持ち､畳茶羅の制作も行う専門的な工房であった様子がうかがえる｡憲海は青年期に長谷川家

の絵師や粉本と出会っており､後に能浦院工房を開くにあたり､長谷川家から学んだことを活

用したと考えられる｡

主要項目･六角堂能満院 山王寺 大願憲海 長谷川等伯 長谷川宗也 長谷川家 絵仏師

粉本
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1.はじめに

幕末期の真言僧憲海 (t'が弟子大成(2-とともに会津を離れ入洛した際､六角堂能満院に入る

直前に当座の拠点としたのが､室町通仏光寺にあった山王寺 .̀'"である｡この山王寺寄寓期に憲

海らは､長谷川家所蔵の粉本を精力的に収集した｡憲海は弘化4年 (1847)から寡永3年 (1850)

までの約3年間山王寺に滞在したと考えられ､弟子大成と現光(4'を含めた三人が､烏丸通仏光

寺近くに住んでいた長谷川家の所蔵する粉本を模写したのである｡

この期間の年紀を記す長谷川家関係粉本だけで 129点あるが､他に山王寺寄寓期の制作と推

定できるが年紀を欠くものや､能蒲院への移転後に長谷川家粉本を模写したもの､また憲海の

長谷寺修学時代に模写したものなど､長谷川家に関係する粉本は白描 180点､版画2点を数え

る (表 1)｡彼らは長谷川家の模本をしばしば長谷川本と呼んだ｡憲海らが仏教図像を収集する

過程で､これほど大量の粉本を-箇所で収集した例はなく､特別な理由があったと思われるが､

その経緯を物語る資料はない｡

この長谷川家は､桃山時代の画家として知られる長谷川等伯 (1539-1610)の末南である｡

長谷川等伯については､近年急速に研究が進展をみせているが､その画系について論じられる

のは未だその弟子や子の世代にとどまっているのが現状であり､江戸時代後期の世代に至って

は断片的な情報が知られているにすぎない｡嘉永年間に編集された F古画備考』においても等

伯の孫以降の長谷川家画家についての記述は極めて断片的である(5)｡こうした状況はその後も

大きな変化はみられず､画史からは長く忘れられた存在となっていた｡それが昭和戟後期にな

ると､土居次義民及び山根有三氏の論考(G)により等伯の末筒について言及されることも増し､

江戸時代の長谷川派についての研究基盤はようやく整い始めたといえる｡近年では宮島新一氏

の普作 (7)により一般にも紹介されるようになり､徐々に江戸期の長谷川家の事跡が歴史の視界

に入りつつある｡

憲海らが収集した長谷川家に関する粉本には､原粉本の墨書を書写して長谷川家の活動を記

録するものがあり､そこには原本の所在や､注文者の情報や､書写年および書写者などが書き

込まれている｡こjlらは､江戸後期における絵仏師長谷川家の事跡を記録する興味深い資料と

して注目される｡

憲海は青年時代の長谷寺修学中に長谷川家の手になる粉本を再三模写しており､その存在を

早くから意識していたと見られる｡晩年の憲海が図像収集の大願を期して京都に入った時､長

谷川家は数少ない洛中の知己であった｡18世紀から19世紀にかけて長谷川家が絵仏師として

京都において存在感を示していたことは､これから新たな事業を立ち上げようとする憲海に､

少なからぬ影響を与えたものと考えられる｡

本稿は､憲海の京都における活動に深く関わった近世の長谷川家の動向について､彼らの系

譜を検証するとともに､憲海らが記録した長谷川家関係資料が示す内容を踏まえてその活動に

ついて考察し､能満院における憲海の事業-の影響を論じるものである｡
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2.長谷川家の系譜

江戸時代後期における長谷川家の活動を明確に伝える記録として流布するものは少ない｡近

世末期の認識を示す 『古画備考jの記述を例にあげるまでもなく､きわめて限られたものとい

わざるをえない｡長谷川家の系譜に関する資料として最も古いのは､本法寺日通 (155ト1608)

が等伯の語るところを記述した 『画説』に記されたものである(8'｡同書には二件の系図状の図

が示されているが､これには雪舟と等伯の関係を記述する以外の意図は見られない｡ただ､晩

年に等伯が ｢自雪舟五代｣を名乗るようになる根拠の一端を記すものとして重要である("0

従ってここで論じる主題において基本資料となるのは､長谷川家の系譜としてすでに公刊さ

れている三種の系譜と京都の伸家が所有する 『長谷川家過去帳』である｡近世の長谷川家の動

向をうかがわせる数少ない資料を検証するところから､長谷川家系譜の考察をはじめたい｡

最初に 『七尾町旧記』に収録された長谷川家系譜をあげる｡大正初期に発見されたと考えら

れている資料(10)で､能登七尾に住んだ等林が文化6年 (1809)に記したとされる｡等伯より

はじまり､彼の三男宗也以後に連なる京都の長谷川家について､当代にあたる長谷川等鶴まで

を略述する｡｢自雪舟五代｣を意識した等伯以後の累代の継承については記述がない｡等伯に

ついては､狩野祐雪 (?-1543)の弟子となり､その没後山口の雲谷等益 (1547-1618)の

弟子となったという伝を伝える｡等林は七尾の本延寺の檀家とされるが､仲家が所有する 『長

谷川家過去帳』にもその名があり､そこに京都の本法寺 (‖)に葬らjlたことが記されているので､

京都とつながりの深い人物であったことが推測される｡本法寺を本寺とする本延寺は日蓮宗の

寺院で､等伯の生家たる七尾の奥村家の檀那寺である｡本系譜の記述は簡略であり､もともと

忘備録あるいは略本として記述されたものと思われる｡等林自身が記した原本は残っておらず､

これを収録した 『七尾町旧記』そのものが原本を失い､写しを残すのみである｡以下この系譜

を旧記本系譜と呼ぶことにする｡

ちなみに､ここに提示した F長谷川家過去帳』は長谷川等伯の画系を継承する京都の仲家が

所有するもので､雲母引きの紙を用いた折帖の体裁を採っている｡宗也以後宗清に至るまでの

長谷川家の檀那寺であった信行寺 ‖2)で発見されたもので､等伯の長男久蔵 (1568-1593)が

亡くなった文禄2年 (1593)以後明治26年 (1893)までの京都の長谷川家の縁者について､

忌日を書き留めている (表2)｡

その序 (-】)によれば､天明8年 (1788)の大火で焼失したものを､他の過去帳から謄写した

ものらしく､後に述べる仲家本 《長谷川家系譜》と同様の成立状況がみられる｡何から謄写し

たか記述した部分は欠失しているため判然としないが､長谷川家の旧檀那寺である本法寺数行

院の過去帳とは記述の一致が見られ､各檀那寺の過去帳から謄写したものと推測される｡した

がって､転載の過程で記載漏れ､誤記が発生する可能性は避けられない資料であるが､墓碑の

多くが失われた現在､極めて貴重な記録である｡

次にあげられるのが､京都の仲家が所蔵する 《長谷川家系譜》 (】4)である｡これは､巻子に仕

立てられており､巻首に記される序により伝来の経緯がわかる｡すなわち､はじめ等伯の孫に

あたる宗雪が作成したが､この最初の系譜は天明8年の大火で焼失した｡ところが､宗雪の孫
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表 1 能満院旧蔵粉本長谷川家関係資料

通芥 名称 材fJil技手= 日数 捌作 者 I;iullI.:咋
1 I J.茶gl'E-.輪花瓶文様茄'i等l雲l 紙本l̀ 1枚 大尉( 文政9才

1826 07Jl5 28.22 5-.茶維 】 秋本■ 1枚

大1,yt 文政9i 1826 07_/15 17_33 汚茶維 呈1 秋本l lWi(4紙)大願 文政93 1826 07_/15 40_6

4 粗茶緋 培地文様図 秋本白書 1枚 大新 文政9才 1826

07_/15 106_35 57事茶 ･文 等rgl 紙本臼ー 1枚

大願 文政9∠ 1826 07ノ15 28.16 莱 ljILヰ1 雑

木自書 1枚 火脚 文政9-/r 1826 07ー/15 28.07 ',TlJ素描 文 帝国 紙本 1枚 大lqi 文政9∠ 1826 07-

/15 27.98 1;.[瀧櫛 鞘図 秋本 】 1枚 人軌 文政9

.i 1826 07Jl5 40.59 ･!1.茶 界線文

怪】 秋本 1枚 大尉 文政9-i 1826 07_/15 80.6lO 乾 I,-

7.莱 光背地 ー 秋本l 1枚 大尉 文政9∫ 1826 07_/15 14.0ll 文 秋本 1枚 大願 文政9∠ 1826 07ノー5 33.6

12 金岡 i.I:茶郡 輩草 等袋 紙本さ;I..Tt 1枚 大願 文政9'L 1826

07ノ15 30.213 毘沙PrJ天象茶雄図 (中) 紙本白描 1枚 大斬

文政 12咋 1829 05_/21 149.414 毘沙門天生業経国 (右) 献本白描 1枚

大願 文政 12年 1829 05ノ21 158.315 毘沙門天史茶維匝】(左) 秋本白IEl(FE. 1枚 大願 文政 L2咋 1829 05J21 15

8.116 孔雀 二巨像 紙本白 淡彩 1枚 大願 文政 12J/≡

1829 06JlS 164.217 ,5:I 冠 .龍 .飛召+dk】せ

紙本白 ∫ 1巻 大願 天一光2-i 1831 10_/02 27_918 図 耕こ Elk 1枚 大成 弘化4∠ )847 06J

23 39.019 大威徳明王像 細: -部朱描 1枚 現光 弘化

4∫ 】847 06_/29 165.220 心地LtL 紙

淡彩 1枚 大成 弘化4イ 1847 06_/30 38.921十二天 (右) 紙 1枚 大Wi 弘化41 1847 07ノ02 148,5

22 十二天 】(左) 紙本 1枚 大願 弘化4ま 1847 07ー/0

2 133,023 母像 紙本 淡彩 t枚 大願 弘化44

1847 07ノ02 lらl.824 利迦k]li別図 紙本

1枚 大願 弘化44 1847 07JO3 68.825 敢明王像

郷:本E 1枚 大願 弘化41 1847 07ノ03 96.426 五大l王像 秋本 米彩 1枚 現光 弘化4-i 1847 07J03 L

92,027 桝才 五童子像 秋本 1枚 大鵬 弘化4J/ 18

47 07ノ04 112,028 不動【王二童子像 秋本 部分淡彩 1枚

大成 弘化4イ 1847 07_/05 134.029 五大【王像

紙本 1枚 税光 弘化41 1847 07ノ05 116.230 金阿 子像 紙本白 1枚 大願 弘化4∠ 1847 07

_/05 92_331 多不ll偵 秋本1:lり 1枚 大成

弘化4∠ 1847 07_/05 77_532 愛宕 現像 紙本l 淡彩
1枚 大成 弘化4イ 1847 07_/30 90.833 九 現像 郷こ本l 淡彩 l枚 大成 弘化∠ti 18∠17 07_/30 I.37.

534 野凹 lI雲J 紙本 1枚 大成 弘化4-i 18

47 08_/01 112.035 茶Ht[=-Yl 紙本 淡彩

1枚 大成 弘化4∠ L847 08_/02 105.036 像

紙本 1枚 大成 弘化44 L847 08_/03 85.637 野凹 軸i】

秋本 淡彩 1枚 大成 弘化4J' 1847 08_/03 102.838 王像

秋本 1枚 大成 弘化4∠ L847 08ー/03 44.139 袈排匝】 紙本 1枚 大成 弘化∠l∠ L847 08

ノ03 46.540 明失言字 免茶維l葵ー 紙本 淡彩 1枚 大成

弘化4-i L847 08ノ09 76.541 台蔵界大日勿 ミ像 秋

本 1枚 大成 弘化44 1847 08JO9 72.642 瀧水観音像 紙本 1枚 大成 TJrL化4イ L847 08Jl

0 140.843 役行者像 紙本 1枚 大成 TJrL化4イ L84

7 08_/10 93.744 五鞍文殊苦訂 秋 1枚

現光 弘化∠lイ L847 08_/ll 65.245 虚空蹴菩 紙木

1枚 .呪光 弘化∠11 i8∠17 08_/ll 152.546 jJtLEl児延命菩

紙本 rL淡彩 1枚 大成 弘化4イ 1847 08_/12 60_847 _茄.F7文殊勘●竺 紙本 'II-淡彩 l枚 大成 弘化4-i 1

8∠17 08_ハ2 114_048 空蔵菩腔 祁:杏

1枚 llL光 弘化4イ 18∠17 08_/12 130.049 越阿弥 経本 り 1枚 規光 弘化41 1847 08Jl5 114.0
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法鬼(族) 印j-17 17谷川家r対係備望

法hfl帆/CE)79.2 I二rJllL 1{1=TJl長そ川 等伯写本 収蔵番号 *1 lgJ録席}'I*2米成-
100836.2 長谷Jl等鶴 :本

衆成-100927,8 B 】 長谷Jl竿鶴
′一本 ,R成一10)028.0 B-J 長谷JL等鶴 :̀本 栄成-1011

82_0 長谷/1等伯 本 米成-10
1240_6 Br:J 長谷H等砥 :本

米成一101369.3 B ∫ 長谷JI等位
写本 衆成一101438.2 BEr] 長

谷Jl等屯写本 米成一101513_9 BE1 長谷Jl等鶴写本 l

R成 一101624_3 BE】 長谷)[ 鶴写

本 掛JR-101748,7 長手HltE鶴写本20.1 長谷Jlヽl鶴写本 'R成一lOt7A

60.4 C印 長谷Jl3

:1750等砲 ('j3'-)L伊之助写本 ('政 lo=1798)(於花山元慶寺).長谷川音右衛門LgJ(La延∫ 架成 -1069)摂州北山本山寺-松平な訓祷60.1 C即

長谷)Il等鶴 (Tl-).伊之助写本 (I)摂川北山本山寺へ松平でtlUり布 政 10=l798)(於花山元慶寺).長谷川-ftj:-右街門図 (斑延∫ 'R成一JO70.

a60.9

C印 長谷ノ】3:1750)等他)鞍!州('A'-).伊之助写本 (北山本llI寺へ松中桁訓符 政 10:1798)
(於花LLl元巌寺).長谷川音右衛門囲 (蒐延 米成一1071

125.0 長谷Jl･一概 (n'-)写本 (!;吉和l元:180).Jj;[:本11llrfi'i-院方丈 雑成-2179

864,5 長谷JlA.771

'Gylデ本 舵成-L112583_5 長谷)leJ叉雲 (紀州柵瀧院御芸l孟

以天井雛形) 光成一414394.7 長谷Jl笥叔 (㌍一
郎)写本 雅成一2162106.3 長谷

)Jl笥 文匝?60_3 Dにー 長谷J】民本 光成-225159.5 長谷J

l氏本 卿友一225282.2 長GJl等伯 (等廓)写本 (文化2:

1819) 米成一222138.4 LiTFJl氏本 米lJR-215762.2 AF;】 長谷Jl氏本 (天保 7:18.36).lJf.本今1朗少L法寺什宝.備前遵鴫宝鳴音注文

',R成 -217585.5 長谷/l等叔 (JLT一郎)L乳 加'Il浦注文,金沢宝

炎紳寺収次 米成一217244.5 長谷Jl等叔写本 (天保 10:1839).原本比叔山=X.樹院鼓本 (袈=Lt兆殿司諏l宙都興福寺什宝)
雑成-221488.8 山谷ハ氏本

43.7 長谷Jt氏本

,R成一217051.2 長谷Jl氏本 栄成一218

360.1 心iiJl氏

本 矧JR-406238.6 長谷′ー氏本 掛JR-4083

53.5 長谷)I氏本 架成一406578.2 長谷′ⅠJモ本 '

RJJE-405239_1 長谷11氏本

米成一400245.0 長手‖ー氏本 米収-407446.8 A印 長谷

Jl等叔lgJ27.5 長谷)J氏本

62.2 長谷)1民本60.5 ･良#)I数!.FJ図 (

文化 Ⅰ5:1818).愉悦玉-と専従文 掛荻-10206.3.1 長谷)l笥舟 (天保 14:1843).大利小 iJ)i-E:I=l生11=.文 掛戊

-102258.5 長谷)l笥枚

一. IR破 -204060.0 長谷Jl氏本 (長手HJl等叔写本?)(天保8=1837),J駄本泉州花林寺什物
舵成一30484.3_6 長Z_Hl 本.宝鴫寺.ij.三文 雅成一20

53132.7 長谷Jl笥 叉匡.敬ll僧坊金光院は文26_8

長Z_Hl氏本74.3 長谷)J

氏本 (長谷川等収Ll?) 掛戊-205297

.5 長谷J】等鶴l套 光成 一208599,8 長谷)[氏本

,,kJJE-114280_7

長谷)l氏本 掛荻-日3784

_2 長谷Jl氏本 米収-113159.4

1%#)T氏本75.2 長谷)I氏本 米収 -H4038_7



63 地蔵菩薩像 紙本土 1枚 現光 弘化4年 1847 09J

O2 148.164 地蔵 健保 紙本l… 1枚 現光 弘化4年

1847 09JO4 112.865 孔子- 保 刺 自 1枚

規光 弘化4-r 1847 10_/02 127.066 釈迦--六番~111

図 # 白 I 1枚 現光 弘化44 1847 10Jl6 147.067 釈迦十六喜神図 # 白 1枚 現光 弘化4-i 1847 10ー/18 13

6.568 釈迦十六番神L窒】 経本自 1枚 大I,gfi 弘化4年

1847 11J03 135.069 鳥相渋摩明王像 紙本臼 1枚

現光 弘化5年 1848 02_/?? 112.070 敵# 紙本

l ( 1枚 大願 弘化5∠ 1848 02_/?? 115,071 某僧 毅

紙本l 1枚 作者不詳 弘化5∠ 1848 02_/04 59.672 法然 光大師i),i.:壁)像 i 1枚 作者不詳 弘化5年 1848 02

_/09 55.273 法然 (円光大師線空)イ象 紙 自 1枚 現光 弘化5年

1848 02J09 140.074 親幣 (見真大師)像 千 自

1枚 大lili 弘化51 1848 02_/09 60.575 法然 (円光大師源空)像

紙本 1枚 現光 弘化5才 1848 02_/lO ll2.276 一遍上人智共像 雑本l 1枚 大願 弘化51 1848 02｣ユ0

38.077 i-# 然対LnLi1 紙本l 1枚 大願 弘化5iF

1848 02/15 75.478 法然 ⅠJ光大師源空)像 ★ 1枚 大脇

弘化5-4= 1848 02_/15 56.279 法然 光大師源空)像 #

1枚 大願 弘化5年 1848 02_/15 112.580 浄土 ‡宗七高イ馴毅 郷二本E 一枚 大願 弘化5![ 1848 02Jl5 10

6.281 聖徳 像 秋本白 1枚 作者不詳 5)J'i;.-永元

1848 03_/16 84,582 五大 空域菩薩像 紙本臼

1枚 大願 3),I.永元1 1848 04_/23 log.483 某伯像 紙本臼 l 1枚 大願 義永元左 1848 05_/03

67.184 孔雀 王像 紙本木版Eti,刷 1枚 大成 貰永元∠

1848 05_/04 183.085 智概 正像 紙本臼 淡彩 1枚 硯光 -fJl

と永元∠ 1848 05_/04 68_086 其僧毅 舵 白 1枚

大成 末永元く 1848 05_/15 77.587 某僧像 符 白

1枚 大成 -Ti:.永元 1848 05Jl5 54.488 達磨保

紙本白 1枚 現光 一一永元年 1848 05_/17 63.589 兜天像 紙本臼 1枚 大軌 .大成 .現光 義永元年 1848 06_/1() 96.

790 E天像 紙本臼 1枚 大I,qi.大成 .現光 -gf永元年 18

48 06_/10 96.891 伊舎那天像 紙 白 1枚 大願 .大成 .現光 末

永元年 1848 06_/10 96.292 帝釈天像 紙本 1枚 大願 ー

大成 .現光 薪永元i 1848 06JlO 97.293 火天像 紙本

Il 1枚 大願 .大成 .硯光 就永元i 1848 06_/10 97.294 焔摩天像 紙本臼 1枚 大願 .大成 .硯光 義,-&永元i ユ848 06_ハ0 96_

595 地天象 紙 良 1枚 大願 .大成 .硯光 piJ';吉永元

1848 06_/10 97_096 月天象 舵 白 1枚 大願

.大成 ー現光 i..吉永元 】848 06_/10 96.797 毘沙 】̀】天像 紙 白 1枚 大願 .大成 ー現光 茄永元年 1848 06ノ10 9

7.398 凧天像 紙本 ユ枚 大願 .大成 ,現光 毒,L.吉永元年

1848 06_/10 97.299 水天毅 紙本 1枚 大願 ー大成

.硯光 諺永元年 ユ848 06ー/10 97.0100 雄葬天像 紙 t】 1枚 大願 ー大成 .現光 義,!.吉永元iF 1848 06_/10 96

.5101 変数染茶維一画 紙 白 1枚 大成 .現光 永元咋 1848

06_/29 79.5102 if 観音像 紙本白 1枚 大成 永元イ 18

48 07_/23 38.0103 ff 観音像 紙本 一部著彩 1枚 大成

永元i 1848 09_/13 92.8104 其憎象 (持払子) 紙本臼

1枚 大成 ;永2 1849 01_/08 78,3105 普野 薩イ
√ 紙本白 1枚 規光 ,-永2 1849 01_/ユ0 89_5106 lT憎像 ( 払子) 紙本 ユ枚 大成 ;永2年 1849

01_/19 55.7107 ー山大R 宣像 紙本 1枚 大成

..永2年 1849 01_/21 92.2108 軌 lJ 紙本 淡

彩 1枚 大成 3),'ft永2年 1849 OL/26 76.0109 不尉i像 秋本 1枚 大願 克f-永2年 1849 01J29

67.1110 月江堤某イF]1(象 紙本白 1枚 現光 某永2iF 1849 01

_/30 66_0Hl 某偶像 (持払子) 祁こ本白 1枚 大願 5

;JJf;-永2iF 1849 02ノ01 85.8112 某イ剛毅 (持払子) 郷

二本 一枚 現光 E.永 2年 1849 02_/02 67.9113 某佃像 (持竹箆) 経本 1枚 大願 -永21 1849 02_/02 67.

4114 共僧像 (才~払子) 秋本白 1枚 現光 ..永2-i
l849 02_/02 66_3115 Ll佃 (̀ 払子) 経本白 1枚

大願 .-永2 1849 02_/02 64_0116 照完其イ馴象 紘 ､



98.8 長谷J氏本 (天保7:1836).∫)ノ順L正院臼三文.原本束寺什宝 米成
一210054.7 長谷I氏本,原本伝張.ltl31H

米成一211272.5 ー谷Jl氏

本 ltR成J=8093.0 ;谷)氏本 米成一109
676.5 -%TJJ氏本

90.5 長谷JE ゝ }

RljR-109553.2 長谷Jー

等 図 光成一216527.5 A ー 艮

科 ll氏.38.5 A ∫ 長GJ

Jl等 図 米成一:328138_4 A 】 ー谷日氏 13
002084360079_3 Al1 谷/I氏 I,原本紫生光Fリ.侍 イ-一

物 130020844700 米成 -325248.5

㌻谷Jl 本 米収-326092_3 A印 長谷J
l16.5 Al 長谷JJ氏

米成一,3263160.3 Al 長谷Jl氏 ＼ ).30020841000
雅成一324646.1 Al1

谷Jl ゝ61.8 A

谷ノー ゝ37.9 S)Il氏本 架成一3262

38.0 ti=氏本90.3 谷)J氏本

56.5 Al;】 谷J

l 米収-3200125.3 谷ノー等 (iJlL)写本 (事和元:1801

).原本智qi-院方丈 振回-02944.i AF; 谷Jl等 [凱 智(.

'fi'il堤lllll城収次 Jt{成一318961_8 AE∫ 谷Jl上 ゝ

46.2 A】三∫ 谷JlE34.7 Af-

1 谷Jl氏 雅成一320337.8 Al;】 長%)J等 文写

本.大オ 林寺 三文.JEr 大和箸尾大 寺宝具 雅成一223938.2 A仁】 長谷)J等 写本.大手JT=I林寺 三文.J3㌢r=大利箸尾大 寺宝具 卿友一2

24037.8 AE 長谷日等 文写本.大手 林寺 三文.Jl7' 大和箸尾大 寺

宝具 Jljt成 一224137_8 AE】 長谷′l等文写本.大孝当林寺
文.I5'iI 大和箸尾大 寺宝具 雑成一224238.2 Al;】 長谷Jl等叉写本.大才当林寺 文.J5il. 大和省尾大 寺宝具 米収-2243

37_8 A印 長谷Il等叔写本.大 T=ー林寺 三文,原】 大和%尾大福寺宝具
光成一224438_2 AE】 長谷Jr等叔写本.大 林寺 文.IiTl 大和讃

)=-%大福寺宝具 米成-224537_8 AE1 長谷ll等叔写本.大 I

林寺 三文.原本大和 尾大福寺宝具 米成 一224637,8 A印 長谷Jr等叔写本.大 [_林寺7文
.原本大和 尾大 寺宝具 米成-224738.1 AE】 長谷Jー等叔写本.大利与l林寺 文.原本大和 尾大 寺宝具

舵成一224838.2 AEー 長谷Jl等叔写本.大和当林寺 文.偵 大和老尾大福寺宝具 米成一22

4938.0 A仁】 長谷日等叔写本.大和_∩林寺.iii文.磨 大和箸尾大福寺宝具 米収-2250

63ー5 長谷Jl氏本

米収-106727.7 長谷Jl氏本

56,5 長谷Jl等機図 (栂尾l_LJ所故) 米成一

202841.3 AE】 長谷Il

等 図36_2 長谷日F吉郎写本 (天保4:1833).天捕宝珠院注文 米成一2074

34_2 Ar;】 長谷Jl等 lg

J34_6 A印 長谷Jl等

他l雲1 光成一303.342.6 AEJ 長谷Jl氏本

米収-323546.ユ AE】 長谷Jl
氏本 米成-323034.6 AE】 長谷Jl上t事,大坂難波月日

二院56.8 AEJ

長谷Jl氏本44.7 Al;ー 長谷/l氏本

42_6 A仁】 長谷JI民本
44_1 Al三】

谷Jl氏38.3 AE1



129 大ilELLl共憎像 紙本〔 1枚 大成 -3),'t.永2年 L849 02ー

/09 68.0130 其 ∫像 (持払子) 水本l十 1枚 大成 窟永2

咋 1849 02JO9 66_0131某 像 (持払子) 紙本lJ 1枚 大成 毒,

'fT永2-/llf. 1849 02_/09 53.1132 其イtLY.目敏 く持払子) 紙 ー̀

l 1枚 大成 -))'[｢永2咋 1849 02ー/09 68.4133 某 像 (持払子) 紙本l 1枚 大成 毒,la-永2∠ 1849 02_/09

67_7134 trf 敬 紙本l 1枚 大成 5).75-k2-i

1849 02Jl2 44.8135 宝福寄集僧ー象 紙本 I 1枚 大

離 ):fTjk2i 1849 02_ノ12 51.5136 隠之像 紙本

1枚 大JGTi ?,'六(永2イ 1849 02ノ12 67_5137 某僧像 (持払子) 紙本白 1枚 大成 甘T永2-i 1849 02_/12 68_0

138 某イ馴象 (持払子) 紙 1枚 大成 .5,-ll永2-1 1

849 02_/12 48.6139 某 卜像 (持竹箆) 紙 1枚 大願 Trp,

読i永21 1849 05_/29 66_0140 如言､輪観音像 紙

淡彩 1枚 大成 吉式;永2∠ 1849 12ノ02 55_3141 十三仏図 秋本 -左馴糾 1枚 長谷川等他 茄,-永21 1849 12_/07

102_7ユ42 虚空践響. 不動毘沙Flq像 紙本 1枚 大成 薪

永3 1850 02_/08 53.9143 釈迦三や 紙本l 1枚

大成 茄永31 1850 02_/20 76.5144 薬代了iiEll来像 紙本 】枚 大願 毒,l六f永3イ 1850 04ノ25 93.0

145 薬師如来像 秋本 1枚 大成 封T永31 1850 05_/05

93.0146 大威徳明王像 秋本 1枚 大願 -LJ,-永3-/i

1850 10J27 118.0147 十三仏図 紙本 1枚 大成 義

f-永4-1 1851 03J20 99.3148 釈迦十六､沓神図

離本 1枚 大成 義Z-永4J/ 1851 07ノ21 107.5149 釈迦十 -善神LgJ 紙本墨追 1枚 大成 永44 1

851 07_/21 144.0150 蓉名称吉祥王如来像 秋本 1枚 大成

永4-/L 1851 07_/29 28.0151釈迦十六､酋神国 秋本

鎚 1枚 大成 永4∠ 1851 08_/21 138.5152 須弥概匡

T 秋本白 1枚 大成 永41 L85l 08_/22 28.2153 釈迦十六､沓神図 秋本白 1枚 大成 永41 1851 08_/27 99.8

154 十三仏図 秋本白 1枚 大成 永41 1851 0

9_/】0 75_1155 釈迦十六番神図 秋本白 淡彩 1枚 大成 薪水ili

1851 09J21 128,5156 十三仏桓 紙本白 1枚 大成

-3Llf永41 1851 10J23 71_5157 堂観音像 紙本臼

1枚 大成 -lL117k4,/ 1851 lop/24 67_6158 _TT_暫文 三菩薩像 秋本自 ユ枚 大成 義,fl7k44 L851 ll_/0

4 133.8159 大l;' 三健保 紙 淡彩 1枚 大成 -gf-永

51 1852 02U/09 104.2160 仏 仏 紙 1枚

作者不詳 永6才 1853 12_/?? 147.4161 蛾盛光仏頂虻茶君捉Ⅰ喜】 紙 1枚 作者不詳 永71 1854 08Jl1 7

7.7162 千手観音免奈維Bl 経本 t枚 大願 永71 1

854 08ノ15 92.3163 吉祥天 茶雄図 水本l 1枚 大願 永71

1854 08_/15 149,2164 不動免茶雄図 細こ本E l帖(4紙

)大尉i 安政5ゴ 1858 10_/20 27_5165 虚空蔵菩薩像 紙本

1枚 大願 江戸崎 '後期 i9ltlCenLury 151,5166 不動明王像

紘 1枚 作者不詳 戸時代後期 191hcentury 48,8167 排才天像 舵 彩色 1枚 大成 iI:戸Il#代後期 19lhccーlt

叩 90.1168 和合神図 紙 1枚 大成 iI二戸時代後期 19lhcc

nL叩 82.8169 臥 大師空海像 紙 1枚 現光 fIr.戸時代後期 19

1hccntuy 38.0170 追 ー三傑 紙 1枚 大赦 江戸崎

代後期 !9LhccntlLnー 56.017ユ 七l…イtT.'像 紘

L枚 大願 江戸rFT代後)yj19lhcentury 46.5172 浄 宗三祖像 紙 1枚 大願 ･iIL戸lミ代後JP】19thcenl叩

56.5173 言登空係 紙本l 1枚 作者不詳 氾二戸ll,



45_.3 Al】 長谷′】氏本 米成一
.309240_6 Al】 一

手川34_6 A 】 I-#Jl 葵ー

43.5 A 1 =谷/l氏本

53.4 Al=∫ J長谷JJ氏本.34.4 Ar:ー 長谷′】氏本 (延事元:1744),肥 墓守恵雲 卿戊-323Ll
34_2 AE;】 谷Ii氏本 (宝暦6:1756),伏見

福寺 米成一322044,0 A仁I 長谷Jl氏本 (元文4:1

739).下 昌寺43,9 A仁∫ 長谷Jl

34.3 A仁 谷Jl 蛋49.0 A一

三ー 1iJI氏本38.3 谷′】よ

り 合位牌41.6 坂下 谷 卓l'lnj画.版元や -善哉より天王寺屋へ
30.6 依長 l■紬 乱 智桃院軌 注文

,鍵屋又平取次.安房音ー!順 守45.7 谷Jl上. .舶上良典注文

lJR成一108662.7 谷

Jl旦 本60_0 長谷)J含 I一 本

ll{成一ll5478_4 長谷Jl∫ 料)A-2164

42,5 依長手川 l'i;他

凶校合128.5 長谷ノー∫

77.8 長谷Jl～ 1

20.6 依長′=l草地I亘E65_0 妓谷Jr偶

48_7 長谷/l 光成一4136104_5 応答‖汁

44.3 依長谷)[8;.砲煙ー校合.越後浄鱗法院注文

63.5 長谷J氏 米成一109338.0 依長谷)l字鶴歴ー校合.那珂 ;.#-1' 南部屋宗太夫件注文.徳E:lII柑風樹捉糾淋政次

'JjE成一119036.2 依長谷Jl-iI.鶴図校合.那珂 J-輩Jl' 南部屋宗太夫件注文.徳n]村

風樹災観梅取次74.7 依長谷Jll学俄rgT.二l二佐普門

JJ7妙行注文52.5 依長谷)l
字俄煙一校写.長浜‡Z照寺･滞京院臼三文 米成一2119102.7 laG)Iil又写本

56.0 谷Jl∫ 光成 一103Ll7

9.6 谷)l杏犯写本 米収-105565.9 谷Jl氏本 (古写校本) 卿jE-1

〔)7∠l38.3 A印 谷Jl民本

132.5 谷Jlき I26.6 谷)l∫

I yri成-21.3238.3 谷Jl-9 (天保8:18

37).原本洛西東寺什物 127.2 長谷)l氏本 1

),rR成一410427_5 長谷Jlより注文

.依長谷川女等鶴 (而貌部)4.3.7 AEJ 良谷Jl氏本.原本#!州生玉地蔵l- 物 雅成 -.

314,527.7 AE∫ 長谷Jl氏本

151.2 AE】 谷/ー

1 タか衣-325438,5 Al;】 杏/l7写本 (原粉本字津宮綱之写本.原本京都市三鈷寺所什物)
焚成一325851_6
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